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四国は面積の約４分の３を有する森林大国

国有林
767(31%)

公有林
292(12%)

私有林
1,449(58%)

民有林
1,741(69%)

■我が国の国公私別の森林面積

（単位：万ha）

注１：平成24年(2012)年3月31日
現在の数値。

２：計の不一致は四捨五入による。

資料：林野庁「森林資源の現況」

四国の
国土面積
188万ha

その他
48万ha

民有林
122万ha

国有林
18万ha

徳島県
1.6万ha

香川県
0.8万ha

愛媛県
3.7万ha

高知県
12.1万ha

■四国の森林面積

資料：林野庁「森林資源の現況」（H24年3月31日現在）

四国の
国有林面積
18万ha

■四国４県の森林の概要
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森林面積
（万ha）

森林率
（%）

国有林面積
（万ha）

森林蓄積
（千m3）

徳島県 31.4 76 1.6 (5%) 91,325

香川県 8.8 47 0.8 (9%) 6,308

愛媛県 40.1 71 3.7 (9%) 106,382

高知県 59.7 84
（全国１位）

12.1 (20%) 179,912

四国計 139.9 74 18.3 (13%) 383,297

全国 2,508.1 67 758.4 (30%) 4,900,511

森林に占める国有林率



四国の伐期に達した人工林は約７割
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(齢級)

(千ｈａ)
四国の人工林齢級別面積（平成24年3月31日現在）

伐期の人工林
面積ベースで約６割
蓄積ベースで約７割

現状のまま10年間
推移した場合

面積ベースで約８割
蓄積ベースで約９割

四国の人工林齢級別面積（平成24年3月31日現在）

注：齢級とは、森林の林齢を5年の幅でくくった単位。人工林は苗木を植栽した年を1年生とし、1～5年生を「１齢級」、6～10年生を「２齢級」と数える。
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資料：林野庁「森林資源の現況」（H24年3月31日現在）
※ 国有林には官行造林を含む。 4
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各県で齢級構成は類似



香川県 人工林樹種別割合
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徳島県 人工林樹種別割合

愛媛県 人工林樹種別割合

（民有林）

高知県 人工林樹種別割合

資料：林野庁「森林資源の現況」（平成24年3月31日現在）
※ 国有林には官行造林を含む。

徳島はスギ、高知・愛媛・香川はヒノキ
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スギ

33%

ヒノキ

56%

マツ類

1%
広葉樹

10%

（国有林）

資料：林野庁「森林資源の現況」（平成24年3月31日現在）
※ 国有林には官行造林を含む。 6

全国 人工林樹種別割合
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四国 人工林樹種別割合

トドマツ
19%



四国で相次ぐ大型製材工場、
木質バイオマス発電所の稼働

チップ工場(Ｈ26)
丸和林業

木質バイオマス発電所(Ｈ30.1)
（松山バイオマス発電所）

製材工場(Ｈ13)
（久万広域森林組合）

製材工場(H23)
（八幡浜官材協同組合）

CLTラミナ工場(Ｈ28)
（池川木材工業）

製材・集成材・ＣＬＴ工場(Ｈ30.4)
（サイプレススナダヤ）

合板工場(Ｈ23)
（日新）

木質バイオマス発電所(Ｈ28)
（ｸﾗﾎﾞｳ徳島ﾊﾞｲｵﾏｽ発電所）

大型製材工場(Ｈ26)
（ｳｯﾄﾞﾌｧｰｽﾄ(ﾅｲｽ)）

大型製材工場(Ｈ25)
（高知おおとよ製材）

木質バイオマス発電所(Ｈ27)
（土佐ｸﾞﾘｰﾝパワー）

木質バイオマス混焼発電所
（住友大阪セメント）

木質バイオマス発電所(Ｈ27)
（ｸﾞﾘｰﾝｴﾈﾙｷﾞｰ研究所）

小型木質バイオマス発電所(Ｈ30)
（洸陽電機・内藤鋼業）

大断面集成材工場(Ｈ28)
（正和木材）

木質バイオマス混燃発電所
住友共同電力
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高まる四国４県の原木生産

相次ぐ大型製材工場、木質バイオマス発電所の稼働に対応し、四国４県の原木生産量は増加し
ており、平成28年度は153万㎥と５年前（平成23年度）に比べ、26％増加。

四国４県の原木生産量の推移

121万㎥

121万㎥

130万㎥

142万㎥

148万㎥

153万㎥

23万㎥（全体の15％）

目標：90万㎥
(H36)

目標：67万㎥
(H32)

目標：60万㎥
(H36)

目標：5千㎥
(H32)

平成23年

平成24年

平成25年

平成26年

平成27年

平成28年

（参考）
国有林(H28)

高知県 愛媛県 徳島県 香川県
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